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14 教育課の全16施設でスマートロックを導入し鍵管理の負担軽減・利便性向上 【熊本県阿蘇市】

 スマートロック導⼊により、鍵管理を受託している近隣住⺠が鍵の受渡しのために在宅する必要
や、コロナ禍における接触不安等の負担を解消しつつ、利⽤者の利便性も向上

事業の概要

〇 管理⼈を配置していない施設は、近隣住⺠に鍵の管理を委託。鍵の受け渡しに家族の誰かが在宅する必要が
あることや、コロナ禍において市内外の利⽤者との対⾯での鍵の受け渡すなどの⾝体的・⼼理的負担があった。

〇 施設利⽤者も⼿続上、予約時、利⽤開始時、利⽤終了時の3回の訪問する必要がある負担があった。
〇 スマートロックでは、市役所で予約申請と⽀払を済ませた後、予約者にメールで暗証番号を送付。
〇 利⽤者は、利⽤時に暗証番号で解錠（またはキーボックスを開けて鍵を取りだし）して施設利⽤するのみとなり、

管理者・利⽤者双⽅の負担軽減・利便性向上。

＜電⼦錠＞
主に室内型の体育館の共⽤エントラ

ンスに設置

＜電⼦キーボックス＞
Wi-Fi環境はあるがドアを加⼯することに不安の
あった学校施設や、市街地から離れたグラウンド
管理棟などWi-Fi環境のない施設に設置

・ どちらも暗証番号で解錠ができる仕組み。暗証番号は管理システムで都度発⾏・確認が可能
・ 利⽤者が予約した時間帯にだけ暗証番号が有効になるため、利⽤時間以外の不正アクセスも防⽌
・ いたずら抑制のため、電⼦キーボックスには防犯カメラを併設して運⽤

＜３．内部DX＞ フロントヤード（住⺠との接点）②窓⼝改⾰
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（阿蘇市）

（総務省）

具体的な成果や苦労・⼯夫している点を教えてください。
【成果】
・ 鍵管理者の感染予防並びに負担軽減や、利⽤者の負担軽減、ランニングコストの削減
・ Wi-Fi整備により避難所の⽣活環境の改善
・ ドアの開閉ログが確認できるため、不適切な利⽤の把握が可能
・ 鍵の紛失問題の解消。
・ 緊急時には遠隔で迅速に開閉が可能。有事の際は物理鍵も使⽤可能。

【苦労している点等】
・ ドアの建付け調整や扉の交換が必要な場合がある
・ 既存の施設予約システムと電⼦錠システム・通信環境との連動が必要
・ 電池交換の必要があり電池残量の確認が必要 ※既設システムと完全な連動ができず現地確認が必要

14 教育課の全16施設でスマートロックを導入し鍵管理の負担軽減・利便性向上 【熊本県阿蘇市】

取組においてコストはかかりましたか。また国の⽀援制度など活⽤しましたか。
本体購⼊費以外で、Wi-Fiの環境整備、既設予約システム（台帳）との連動改修、扉の⼀部改修が発⽣。
事業費は、270万円（機器29％、建築44％、電気通信25％、その他） で、新型コロナウイルス感染症対応

地⽅創⽣臨時交付⾦を活⽤しました。

他⾃治体の視察や照会があった時によく質問されることと回答を教えてください。
運⽤⽅法、費⽤の問い合わせが⼤半ですが、他⾃治体の検討の中には、利⽤頻度が低かったり庁舎敷地内に施

設があるなど、必ずしも交換する必要がないのではと感じるケースもありました。
既存システムの互換性や運⽤⽬的、費⽤対効果を判断してください、とお伝えしています。

【参考情報】 阿蘇市⼈⼝︓2.5万⼈
関連ＵＲＬ︓阿蘇市公共施設予約ＨＰ（https://aso-pf.aso.ne.jp/）

☆担当︓阿蘇市 教育課 社会体育係☆
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